
錠剤・カプセル・粒状等の医薬品・医薬
部外品 食品に強化目的で使用される部外品、食品に強化目的で使用される
化合物からのビタミン・ミネラル摂取量

算出及びコード化の考え方
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この資料は 調査員が栄養摂取状況調査において 錠剤・カプセル・粒状の医この資料は、調査員が栄養摂取状況調査において、錠剤 カプセル 粒状の医
薬品・医薬部外品等をコード化する際に、それらに含まれる栄養素量が不明な
場合に、誘導体の含有量から算出する考え方をまとめたものです。

（例）1
錠剤・カプセル・粒状の医薬品・医薬部外品のコード化の考え方 1

沈降炭酸カルシウム
グルコン酸カルシウム

カルシウムの吸収を促進させるため
の化合物です。

よって、

沈降炭酸カルシウム
グ

＝カルシウム量

ではない！

グルコン酸カルシウム
＝カルシウム量

そのため、カルシウム以外の成分を
差し引く必要がある。
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（例）沈降炭酸カルシウム1165mgを含む錠剤を摂ったとき

＜計算式＞

カルシウムの分子量
錠剤に含まれるカルシウム量＝ 錠剤に含まれる化合物量 ×

錠剤に含まれる化合物の分子量

＜計算式＞

錠剤に含まれる化合物の分子量

＜錠剤に含まれる化合物＞
沈降炭酸カ ウ沈降炭酸カルシウム

構造式：CCaO3 分子量：100 カルシウム分子数：１

＜成分表におけるカルシウム量＞

構造式 Ca 分子量 40構造式：Ca 分子量：40

40
カルシウム量＝ 1165 × ＝ 466(mg)

100

→ カルシウム量(99913)  466(mg)とコード化

（例）2
錠剤・カプセル・粒状の医薬品・医薬部外品のコード化の考え方 2

フルスルチアミン

ビタミンB の誘導体で 利用しやすいようにビタミンB1の誘導体で、利用しやすいように
なっている化合物です。

よって、よって、

フルスルチアミン量＝ビタミンB1量

そのため ビタミンB 以外の成分を

ではない！

そのため、ビタミンB1以外の成分を
差し引く必要がある。
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（例）フルスルチアミン（ビタミンB1誘導体）100mgを含む錠剤を摂ったとき

＜計算式＞＜計算式＞

成分表におけるビタミンB１分子量

錠剤に含まれるビタミンB1量＝ 錠剤に含まれる化合物量 ×

錠剤に含まれる化合物の分子量

＜錠剤に含まれる化合物量＞

錠剤に含まれる化合物の分子量

フルスルチアミン

構造式：C17H26N4O3S2 分子量：398

＜成分表におけるビタミンB1＞
チアミン塩酸塩（相当量）

構造式 C H ClN OS HCl 分子量 337構造式：C12H17ClN4OS.HCl 分子量：337

337
ビタミンB1量＝ 100 × ＝ 84.67(mg)

398

→  ビタミンB1量(99925)  84.67(mg)とコード化

係数を用いたビタミン・ミネラル量の算出
に いて

錠剤に含まれるビタミン・ミネラル量

について

錠剤に含まれる 成分表におけるビタミン・ミネラル分子量

化合物量 錠剤に含まれる化合物の分子量
＝ ×

化合物量 錠剤に含まれる化合物の分子量

部分を係数化ここの部分を係数化

（例）フルスルチアミン（ビタミンB1誘導体）100mgを含む錠剤を摂ったとき

ビタミンB1量＝ 100mg × 0.85 ＝ 85.00(mg)

1 g 摂
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